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Q44 
いろいろな質問（染料その１） 

 

 

 

 

 

 ニグロシン染料のエネルギーギャップはどのくらい
の大きさなのでしょうか？ 

 ニグロシンはアニリンが縮合した物質で、純粋

な化合物ではありません。いろいろな長さのものが混
合したものです。したがって、スペクトルを解析するの

は困難で、エネルギーギャップを求めることができませ

ん。 
どなたか測定されている方もおられるかもしれません

が、それはおおよその値にすぎません。 

 

 違う色の染料は混ざりあうのですか？（粉末

染料イエローと粉末染料ブルーを使いグリーン染料を
作ったのですが、鉄に色を付けたところ、乾くと黄色っ

ぽい箇所と青っぽい箇所がありまだらになってしまいま

した。アルコールで染料を溶いた液体はきれいに混ざ
っているように見えたのですが。 

 染料の混合は非常に難しいです。 

 性質のよく似たものは混ざり合いますが、異なるも

のは混ざりません。水と油が混ざらないようなもので
す。市販の緑の染料は、そのあたりを考えて作ってお

ります。市販されている緑の染料をお求めになること

をお勧めします。 
 

 

 

 
 

 

アルコールで溶解したときは、アルコールに青も黄色も
溶けていて均一なので緑に見えます。しかし、アルコー

ルが蒸発すると、青、黄色それぞれの染料が結晶

化、または分離しますので、まだらになります。 
 

 繊維製品からの、色落ち・色移りについての質

問です。一般に繊維の染色には水に溶ける染料が
用いられているようですが、時として、余分な染料が

水濡れなどによって溶け出し、色落ち･色移りに至る

のですよね。そこで質問ですが、繊維の染色にあたっ
ては、染料分子を繊維表面に固着させるため、どの

ような処理が一般的にされているのでしょうか。 

 染色は古くから行われていたもので、有機溶
媒などが無い頃からです。 

現代では有機溶媒を使った染色も可能でしょうが、

取り扱いが大変ですので、簡単な水を使う染色が
行われています。 

染色では染料が繊維に付くのですが、１）化学結

合によるものと、２）単に吸着している（物理吸
着）ものがあります。また、化学結合では、強固な

共有結合によるものと、水素結合やイオン結合など

の緩くてはずれやすい結合があります。 
ウールなどのタンパク質繊維はイオン結合、コットンな

どのセルロース繊維は水素結合です。繊維と化学反

応する反応性染料は共有結合です。 
繊維、たとえば一本の糸を考えた場合、染料が結

合できる場所は限られているので、余分に加えた染
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料は洗い流されます。また、しっかりと結合していなか

った染料は、いろんな処理で溶けて出てきます。 

一般的には、共有結合以外は、処理（加熱、酸、
アルカリ、洗剤など）によりはずれると考えて良いで

しょう。 

水に溶けない顔料を用いると、色落ちはしません。 
染色では媒染という処理が行われます。金属イオン

の溶液で処理するのですが、昔は灰が使われまし

た。染料が金属イオンと錯体を作り、水に溶けない
色素に変わります。したがって、色落ちがしないので

す。 

染色の具体的な方法は、検索で探してみてくださ
い。新しい染色として、インクジェットプリンターを用い

た方法が研究されいて、今後の一般的な染色法に

なると思いますが、素朴な手作りの染色が、人間味
があって良いと思うのですが。 

 

 キャンドル（ろう）に色をつけたいのですが、キャ
ンドル（ワックス）に溶けて燃えても有害でない染料

とはどんなものがありますか？（顔料ではなく染料に

限って教えてください。） 

 一般に、燃えて有害物質が出るものとして、ク
ロムなどの重金属類とダイオキシンです。天然色素

は、大丈夫です。合成色素も重金属が入っているの

はないので、大丈夫です。 
塩素が入っている有機物は、燃えるとダイオキシンが

出る可能性はあります。塩素が入った色素は少ない

のですが、赤色 104 などには入っています。ただし、ロ
ーソク（炭化水素）の割合に対して、色素の割合

（重量比）が少ないので、ダイオキシンがでるような

ことはないと思いますが、データーは持っていません。 

 

 反応性染料と木綿との染着機構（メカニズ

ム）を教えてください。  

 反応性色素にもいろいろあります。一般的な

黄色の反応性色素として、色素に塩化シアヌルとい
う反応性の基が付いたものがあります。塩化シアヌル

は反応性が高く、アルコールやアミンとよく反応し、塩

化水素(HCl)ができます。 
木綿はセルロースですから、水酸基（-OH）を持っ

ていて、塩化シアヌル基と反応します。また、ナイロン

や動物性の繊維は、アミノ基と反応します。 
反応すると塩化水素が出ますので、アルカリ

（Na2CO3 など）で中和します。こうして、色素と繊

維が共有結合で結びつくので、安定な染色ができる

のです。 

 

 ペットのマーキングでおしっこのアンモニア（これ

は直ぐに揮散してしまうと思いますが）やアミンを色で
検出したくて、フェノールフタレンとかチモールブルーなど

を試してみたのですが、指示薬の濃度が 3％くらいで

は色が変わりません。何かほかにいい方法があったら

お教えください。 

 アンモニアの検出にはネスラー試薬（Nessler's 

reagent）が使われます。ヨウ化水銀(II)とヨウ化カリ
ウムのの水溶液で、微量の アンモニアの検出に用い

られる（感度は 0.05μgNH3/ml）。次の式により、

褐色の沈殿（ [OHg2NH2]I ）ができます。 
 NH3 + 2[HgI4]2- +3OH- → [OHg2NH2]I + 7I- 

+ 2H2O 

アンモニアがアンモニウムイオン（NH3+、塩化アンモニ
ウム NH3Cl など）となっている場合は、乾燥しても

残っている可能性があります。この場合は、苛性ソー

ダ水溶液（NaOH）を加えてアンモニアを遊離さ
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●著作権について 

キリヤ色と化学の Q&A の文書、画像、デザインなどの著作権

は、キリヤ化学株式会社に帰属します。このサイトの内容を転

載される場合は、弊社 までご一報下さり了解をお取り下さい。

なお、提供者が記載されている写真・絵に関しましては、著作

権は提供者に属しますので、恐れ入りますがそちらの方へ直接

お問い合わせ下さい。 

●内容について 

できるだけ科学的に間違いの無いようにしていますが、わかりや

すく説明するために実際とは異なる記述もあります。また、科学

的に証明がされていないことも述べていますので、ご自身でご確

認されますようお勧めいたします。 

キリヤ色と化学の Q&A 内の情報のご利用により、万一何らか

の損害が発生したとしても、当社は一切の責任を負いません。 

https://www.kiriya-chem.co.jp 

 

せ、ネスラー試薬を加えます。 

しかし、ネスラー試薬は試薬を作らなければならない

のでやっかいですし、有毒な水銀が含まれています。 
また、アンモニアはガスですので、直ぐに飛んで無くな

ってしまいます。アンモニアなどのアミンを水に溶かす

と、水との間で平衡になります。したがって、その溶液
がアルカリ性になるためには、一定量以上のアンモニ

アを加える必要があります。その量は、計算で求める

ことができます。しかし、おしっこのアンモニアは少ない
ので無理かと思います。 

pH 試験紙でペットの新鮮な尿を検査して、ペットの
病気（尿結石）を調べる方法がありますが、健康

なら中性、病気なら少しアルカリ性だそうです。マーキ

ングの跡からアンモニアを検出するのは困難だと思い

ます。 

これは推測ですが、尿には少量のタンパク質や血液

が含まれていて、乾燥しても残っていると思われます

ので、ニンヒドリン反応やルミノール反応が使えるかも
しれません。 
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